
特徴 
幼虫は茶色く、白い帯のような模様があります。 

京都では普通に発生が見られますが、他の地域ではめず
らしいようです。 

幼虫は一番茶（５月）の時期に、成虫は11～12月に見られ
ます。 
 

被害と対策 
幼虫が新葉、古葉の区別なく食べます。 
幼虫を見つけたら捕まえて処分しましょう。 

チャエダシャク（Tea geometrid） 
Megabiston plumosaria 

茶の病害虫 

幼虫（大きくなると体長約55mm） 成虫（前ばねの長さ21～27mm） 
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